
東京都医師会定例記者会見
2021年5月11日（火）

１．都民の皆さん、ご協力に感謝いたします

２．感染者の急増を避け、
第3波以降の体制強化策で、乗り切りましょう

３．新しい世界へつながる高齢者ワクチン接種完了
に向け、総力を挙げて取り組みます

４．変異株対策の徹底を
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資料１



都民の皆さん、ご協力に感謝いたします

GW中の繁華街滞留人口：
１月の緊急事態宣言時に比べ３割減、宣言前に比べ４割減

◎ ７割近くの都民のみなさんが、
ステイホームにご協力していただいている

ステイホーム指標
居住地から5km圏内の移動で生活を完結した都民 70%
居住地から3km圏内の移動で生活を完結した都民 63%

◎ 東京都医学総合研究所 西田淳志氏より
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緊急事態宣言延長で、引き続き急増を避けられれば
第3波以降の体制強化策で乗り切れる可能性

･ 回復期支援病院 200施設 約1000床

*
病床の拡充

･ 老人保健施設 110施設

･ 宿泊療養の充実 13施設 約3000人

･地域での24時間医療支援システム
病院
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高齢者ワクチン接種に東京都医師会の総力を

・高齢者の感染が減り、重症者が減れば医療体制にも余裕ができる

７月完了を目標に、
地区医師会の協力のもと接種体制をさらに充実

・高齢者が引きこもることが減れば、
フレイルや認知症の進行を防ぐことができる

持病のある高齢者を一番理解している
地域のかかりつけ医が中心となり
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変異株対策の徹底

N501Yに限らず、変異株の増加をこれ以上許すと、
新しい世界が遠ざかる可能性が...

・ 台湾並みの水際対策の強化
・ 国内の変異株検査体制の拡充

を早急にお願いしたい

国への要望
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